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6月30日（日）に御嵩町議会議員選挙が行われ、12名の議員が
決定しました。選挙後の初議会（第2回臨時会）から、

新体制でスタートしました。

いっぺん見てみてみたけ
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光
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�

加
藤　
保
郎

�

奥
村　
　
悟

�

清
水　
亮
太

　
総
務
部
、
建
設
部
及

び
会
計
課
の
所
管
に
属

す
る
事
項
並
び
に
他
の

委
員
会
に
属
さ
な
い
事

項
を
所
管
し
ま
す
。
町

政
の
総
合
的
な
計
画
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調
整
、
予
算
、
財
産
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危
機
管
理
・
防
災
、
町

税
、
産
業
振
興
、
ま
ち

づ
く
り
、
道
路
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ど
に

関
す
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こ
と
で
す
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委
員
長　
安
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隆
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委
　
員　
高
山　
由
行

�

谷
口　
鈴
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安
藤　
信
治

�

福
井　
俊
雄

　
民
生
部
及
び
教
育
委

員
会
の
所
管
に
属
す
る

事
項
を
所
管
し
ま
す
。

文
化
振
興
、
高
齢
者
・

障
が
い
者
・
児
童
の
福

祉
、
国
民
健
康
保
険
・

年
金
、町
立
小
中
学
校
、

ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習

な
ど
に
関
す
る
こ
と
で

す
。

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　
大
沢
ま
り
子

副
委
員
長　
谷
口　
鈴
男

委
　
員　
加
藤　
保
郎

�

山
田　
儀
雄

�

安
藤　
雅
子

　
議
会
の
円
滑
な
運
営

を
図
る
た
め
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
議
会
の

運
営
、
議
会
の
会
議
規

則
、
委
員
会
に
関
す
る

条
例
な
ど
に
関
す
る
事

項
を
所
管
し
ま
す
。

議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長　
奥
村　
　
悟

副
委
員
長　
清
水　
亮
太

委
　
員　
福
井　
俊
雄

　
定
例
会
を
中
心
と
し

た
議
会
活
動
な
ど
を
町

民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え

す
る
こ
と
を
目
的
に
議

会
報
を
編
集
し
ま
す
。

年
４
回
、
定
例
会
ご
と

に
発
行
し
ま
す
。

共
和
中
学
校
組
合

議
会
議
員

�

高
山　
由
行

�

安
藤　
雅
子

�

伏
屋　
光
幸

�

奥
村　
　
悟

�

福
井　
俊
雄

可
茂
消
防
事
務
組
合

議
会
議
員

�

高
山　
由
行

可
児
川
防
災
等
た
め
池

組
合
議
会
議
員

�

高
山　
由
行

�

加
藤　
保
郎

御
嵩
町
監
査
委
員

（
議
会
選
出
）

�

安
藤　
信
治

議
長
報
告

●
日
本
政
府
に
対
し

て
、
国
連
の
「
沖
縄

県
民
は
先
住
民
族
」

勧
告
の
撤
回
を
求
め

る
意
見
書
の
採
択
を

求
め
る
陳
情
書

［
陳
情
者
］�

一
般
社
団
法

人
日
本
沖
縄
政
策
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム

理
事
長　
仲
村　
覚

●
米
軍
普
天
間
飛
行
場

の
辺
野
古
移
設
を
促

進
す
る
意
見
書
に
関

す
る
陳
情

［
陳
情
者
］　
宜
野
湾
市

民
の
安
全
な
生
活
を
守

る
会

会
長　
平
安
座　
唯
雄

常任委員会委員、議会報編集委員などの選任
　第２回臨時会において、議長、副議長、常任委員会委員、議会運営委員会委員、議会報編集
委員会委員などがそれぞれ選任されました。

第２回
臨時会
7月29日

みたけ議会のたより （令和元年9月1日号）
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❶住所　　❷生年月日　　❸職業

　6月30日（日）に御嵩町議会議員選挙が行われ、12名の議員が決定しま
した。任期は令和元年7月26日から令和5年7月25日の4年間です。
　よろしくお願いいたします。

私の抱負

福
ふ く い

井　俊
と し お

雄 清
し み ず

水　亮
りょうた

太

私の活動方針町政の中心は住民・相談役に徹します
今まで60年お世話になった町に恩返ししたいで
す。
小さな声を吸いあげて町政に届けたいです。そん
な想いを忘れる事なく職務を全うしたいと思ってい
ます。町が誇れる自然、観光資源をより多くの町民
に知ってもらえるように伝えていきたいです。現状
衰退していく商店街をなんとかしたいです。
障がい者・子育て世代の声を少しでも町に伝えた
いです。
やりたい事、やらなくてはいけない事は山積みで
す。しかし、基本は一人一人の声を確実に町政に届
け「笑顔あふれる御嵩」を目指しガンバリます。

☆気軽に話せる議員を目指します！
皆様の声を大切にしてこその議員です。
皆様と共に活気ある御嵩町をつくります。
インターネットでの交流の場も構築します。
☆活動報告を密に行います！
議会をより身近に感じていただけるように誠心誠
意活動をお伝えします。
☆若者目線で議会の多様性に貢献！
若者ならではの発想で議会の活性化を図ります。

❶伏見 938番地 1
❷昭和30年3月27日
❸雑貨販売業

❶井尻 49番地 4
❷昭和60年11月26日
❸会社員

みたけ議会のたより  （令和元年9月1日号）
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奥
おくむら

村　　悟
さとる

町民に寄り添い共に喜べるまちに！
平成から令和 !新時代の幕開けに、初当選の栄誉
をいただき大変「身の引き締まる思い」です。私の
モットーは「住民が主体のまちづくり」です。「対話」
を重視し、お一人おひとりのお声を聞き、共に熱く
議論し、真摯にお応えしたいと思っております。
誰もが、御嵩町に住んで良かった、暮らして良かっ
たと言えるようなまちづくりに取り組んでまいりま
す。
信念である「有言実行」を実践し、私を育ててく
れた愛するみたけの為に力を尽くします。よろしく
お願いいたします。

❶伏見 1807番地 2
❷昭和29年6月20日
❸無職

高
たかやま

山　由
よしゆき

行

安
あんどう

藤　信
し ん じ

治

30年後の楽しい御嵩町を想像したい

将来に残そう魅力ある郷土を

3期目の議員生活を始めるにあたり、改めて人に
寄り添う顔の見える議員になる事を、心に強く想っ
ています。目まぐるしく変化するこの時代に、町民
の皆様と共に30年後の御嵩町の在り方を考えてい
く4年間にしたいと思っています。
今後ともよろしくお願いいたします。

少子高齢化の進展と人口減少、担い手不足に悩む
農林業、税収減による町財政への不安など、今から
取り組んでいかなければならない潜在的な難題が数
多くあります。
将来に向けて「御嵩町はどうあるべきか」「どの
ような町にしていくべきか」皆様とともに考え真剣
に話し合い、未来の子供たちが誇りを持って住んで
くれるような「みたけ」を創り上げていくための礎
となるべく、積極的に取り組ませていただきます。

❶御嵩 559番地 1
❷昭和32年5月21日
❸会社員

❶御嵩 710番地 3
❷昭和27年9月10日
❸農業

伏
ふ せ や

屋　光
みつゆき

幸

県内外の人々に御嵩へ足を向かせたい
新元号「令和元年」に2期目の議員になり光栄
です。私のモットー「御嵩の活力」を継続宣言しま
す。来年の1月よりNHKの大河ドラマ「麒麟がくる」
が放映されます。主人公明智光秀の生誕地と言われ
る可児市へ全国各地より観光客が来訪することが予
想されます。この歴史を愛好する人達に可児才蔵の
ゆかりある、現在大改修中の願興寺に立ち寄ってい
ただくために、町民全員で力を合わせましょう。

❶伏見 1241番地 3
❷昭和21年8月8日
❸農業

みたけ議会のたより （令和元年9月1日号）
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大
おおさわ

沢まり子
こ

山
や ま だ

田　儀
の り お

雄

１人１人が輝く笑顔あふれる町を目指して

議会基本条例を軸とした議員活動

ネットワーク政党　公明党の力を発揮し全力で取
り組んでまいります。

１　健康づくり・生きがいづくりの推進
２　女性目線の防災・減災対策の推進
３　子ども子育て支援の充実

私は「心こそ大切なれ」をモットーに皆様の声に
耳をかたむけ、動き、働いてまいります。どうぞ、
お気軽にお声かけ下さい。

今年の３月に「開かれた分かりやすい議会」を目
指し、議会の最高規範と位置付ける議会基本条例を
制定しました。今後の議員活動は、この条例を基に
町民の負託に応えていくこととなります。
特に「町民参加と連携」では、今まで以上に、町
民の方々との意見交換や懇談会の場が多くなる事が
考えられます。そこでのご意見やご要望などを積極
的にお聞きして、町政に反映し期待に応えられるよ
う努めます。どうか宜しくお願いいたします。

❶中 2678番地 7
❷昭和30年10月1日
❸無職

❶津橋 4015番地 3
❷昭和25年5月30日
❸農業

加
か と う

藤　保
やすろう

郎

安
あんどう

藤　雅
ま さ こ

子

「対話」と「参加」で開かれた議会を

人にやさしい町づくり

議会基本条例の制定で、その趣旨を十分認識して
開かれた議会、皆様との「対話」と「参加」を大切
にしながら町民が主役のまちづくりに努めます。ま
た、安全で安心な御嵩町の実現のために、行政の課
題を皆さんの声と共に取り上げ、一歩一歩解決に向
け提案方式により町行政施策に反映することができ
るよう、議会活動に努める覚悟であります。より良
いまちづくりをしましょう。

御嵩町に住んで良かったと皆様に思っていただけ
る町になるように、町民の皆様の声を大切に聞きな
がら、引き続き安全安心な子育ての環境、介護のい
らない心と身体づくりを中心に「人にやさしい町づ
くり」を目指します。
皆様の声が何よりの力です。真摯に受け止め努力
します。
“聞かせて下さい、あなたの声を ”

❶顔戸 872番地 3
❷昭和25年3月14日
❸無職

❶中 2220番地 1
❷昭和29年2月13日
❸スイミング
　インストラクター

みたけ議会のたより  （令和元年9月1日号）
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議　
長　

高
山　
由
行

こ
の
度
、
７
月
29
日
の
臨
時
会
の
選
挙
に
お
き
ま
し
て
議
長
の

要
職
に
就
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
私
自
身
に
と

り
ま
し
て
、
初
め
て
の
議
長
で
あ
り
、
大
き
な
喜
び
で
あ
り
ま
す

が
、
責
任
の
重
さ
も
同
時
に
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

現
在
御
嵩
町
議
会
で
は
、
本
年
３
月
施
行
さ
れ
た
議
会
基
本
条

例
を
本
格
的
に
運
用
で
き
る
様
に
、
新
人
３
人
を
含
む
12
人
全
員

で
鋭
意
奮
闘
中
で
あ
り
ま
す
。
私
の
議
長
と
し
て
の
最
初
の
仕
事

は
、
こ
の
一
年
間
を
御
嵩
町
議
会
基
本
条
例
元
年
と
位
置
づ
け
、

条
例
の
前
文
に
あ
る
「
自
由
闊
達
な
討
議
を
と
お
し
て
、
常
に
町

民
福
祉
の
向
上
と
地
域
社
会
の
活
力
あ
る
発
展
を
目
指
し
、
最
良

な
意
思
決
定
を
す
る
」
事
を
具
現
化
す
る
事
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
の
議
員
全
員
が
し
っ
か
り
と
議
論
で
き
る
「
場
づ
く
り
」「
雰

囲
気
づ
く
り
」
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
は
、
現
在
「
新
庁
舎
等
整
備
事
業
」
と
「
亜
炭
鉱
跡
防
災
対

策
事
業
」
を
２
大
事
業
と
位
置
付
け
、
防
災
拠
点
施
設
建
設
と
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
議
会
と
し
ま
し
て

も
町
と
連
携
し
、
ま
た
し
っ
か
り
と
切
磋
琢
磨
し
、
よ
り
住
み
や

す
い
御
嵩
町
づ
く
り
に
努
力
す
る
事
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
議
長

就
任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

谷
たにぐち

口　鈴
す ず お

男

地域コミュニティーの充実に全力で！
議会は議決機関であり、議員は機関の構成員とし
て、地域の皆様の意を受け、行政機関の運営を厳し
くチェックすると共に、住民の利益を最大限守ると
いう責務を負っています。皆様からの負託をしっか
り受けとめ、適正かつ公正に形として地域にお返し
するという重責を全うして参ります。未来を背負う
子供たちのために。

❶中 998番地 3
❷昭和20年10月17日
❸自営業

岡
おかもと

本　隆
た か こ

子

さぁいっしょに
合い言葉は町民の幸せのために
今年３月に御嵩町議会基本条例ができました。こ
の条例は町民のしあわせにつながる第一歩だと考え
ます。「議会がしっかり勉強してチェックしている！
中身の濃い議論で頼もしい」と言われる議会を目指
します。
議会基本条例の下、信頼される議員であり、議会
でありたいと決意を新たにしています。元気にがん
ばります。

❶中 2149番地 9
❷昭和29年6月28日
❸学習塾講師

みたけ議会のたより （令和元年9月1日号）
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第２回 定例会  5月30日～6月11日

■令和元年度補正予算など、議案７件を審議・採決
■６議員が町政について質問

第1日目（5月 30日）

・議長報告（7 件）・町長報告（6 件）・新庁舎整備特別委員会委員長報告（1 件）

・各議案の上程、提案理由の説明（7 件）

第2日目（6月 4日）

・一般質問（6 議員）

第3日目（6月 11日）

・議案の審議・採決（7 件）
【議案はすべて原案通り可決し、閉会】

議
長
報
告

●
岐
阜
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

の
要
望
書

（
要
望
者
：
岐
阜
県
理
容
生
活
衛

生
同
業
組
合　
理
事
長　
滋
野
昭

和
）

●
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
即
時
中
止

と
、
普
天
間
基
地
の
沖
縄
県
外
・

国
外
移
転
に
つ
い
て
、
国
民
的
議

論
に
よ
り
、
民
主
主
義
及
び
憲
法

に
基
づ
き
公
正
に
解
決
す
る
べ
き

と
す
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

陳
情

（
陳
情
者　
「
新
し
い
提
案
」
実
行

委
員
会　
安
里
長
従
）

（
陳
情
者　

全
国
青
年
司
法
書
士

協
議
会　
会
長　
半
田
久
之
）

●
定
例
監
査
実
施
報
告
書

●
随
時
監
査
実
施
報
告
書

●
財
政
援
助
団
体
等
監
査
実
施
報
告

書
●
例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ

い
て

（
平
成
31
年
２
月
分
か
ら
平
成
31

年
４
月
分
ま
で
）

委
員
長
報
告

●
新
庁
舎
整
備
特
別
委
員
会
最
終
報

告
書

報　
　

告

町
長
報
告

●
平
成
30
年
度
御
嵩
町
一
般
会
計
予

算
継
続
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に

つ
い
て

●
平
成
30
年
度
御
嵩
町
一
般
会
計
予

算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報

告
に
つ
い
て

●
平
成
30
年
度
御
嵩
町
下
水
道
特
別

会
計
予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
の
報
告
に
つ
い
て

●
平
成
30
年
度
御
嵩
町
水
道
事
業
会

計
予
算
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ

い
て

●
御
嵩
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状

況
に
関
す
る
報
告
に
つ
い
て

●
町
有
地
の
信
託
に
係
る
事
務
の
処

理
状
況
に
関
す
る
報
告
に
つ
い
て

　

大
規
模
な
建
設
事
業
な
ど
で
、
あ
ら
か
じ

め
事
業
の
実
施
が
２
ヵ
年
度
以
上
に
渡
る
こ

と
が
確
実
な
場
合
に
、
全
体
の
事
業
費
と
、

各
年
度
ご
と
の
事
業
費
を
あ
ら
か
じ
め
予
算

で
定
め
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
。

継
続
費

　

歳
出
予
算
の
う
ち
、
そ
の
性
質
上
ま
た
は

予
算
成
立
後
の
事
由
に
よ
り
年
度
内
に
支
出

が
終
了
し
な
い
見
込
み
の
経
費
で
、
あ
ら
か

じ
め
議
会
の
議
決
を
経
て
翌
年
度
に
繰
越
し

使
用
で
き
る
も
の
。

繰
越
明
許
費

みたけ議会のたより  （令和元年9月1日号）
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条
例
の
改
正

●
御
嵩
町
町
税
条
例
等
の
改
正

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
に
伴
う
御
嵩
町
町
税
条
例
等

の
改
正
で
す
。

①	

軽
自
動
車
税
の
見
直
し

②	

子
ど
も
の
貧
困
に
対
応
す
る
た

め
の
個
人
住
民
税
の
非
課
税
措

置

●
御
嵩
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

改
正

　
地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

う
御
嵩
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
改
正
で
す
。

①	

基
礎
課
税
額
（
医
療
分
）
の
課

税
限
度
額
の
引
き
上
げ

②	

５
割
軽
減
、
２
割
軽
減
の
算
定

に
お
け
る
基
準
額
の
引
き
上
げ

③	

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
の
申

請
期
限
を
一
部
変
更

平
成
30
年
度
補
正
予
算

平
成
30
年
度
に

お
け
る
地
方
交
付

税
な
ど
の
額
が
確

定
し
た
こ
と
に
よ

り
、
歳
入
金
額
の

補
正
を
行
い
ま
し

た
。歳

出
に
つ
い
て

は
、
庁
舎
整
備
基

金
積
立
金
な
ど
の

増
額
を
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計
第
１

号
補
正
予
算
に
お

い
て
は
、
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
事
業

費
の
増
額
を
行
い

ま
し
た
。

第
２
号
補
正
予

算
に
お
い
て
は
、

北
庁
舎
の
空
調
機

器
故
障
対
応
工
事

費
、
幼
児
教
育
の

無
償
化
な
ど
に
伴

う
シ
ス
テ
ム
改
修

委
託
料
及
び
分
収

造
林
事
業
の
造
林

保
育
委
託
料
な
ど

の
増
額
が
主
な
も

の
で
す
。

新
庁
舎
整
備
特
別
委
員
会

最
終
報
告
書
（
抜
粋
）

◎
最
終
ま
と
め

今
後
、
町
に
お
い
て
は
、
町
民
の

意
見
も
十
分
に
参
酌
し
、
新
庁
舎
の

建
設
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
推
し

進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
求
め
ま

す
。議

会
と
し
て
は
新
庁
舎
の
完
成
及

び
供
用
開
始
ま
で
、
引
き
続
き
町
が

進
め
る
基
本
計
画
・
基
本
設
計
や
実

施
設
計
等
の
点
検
、
検
証
並
び
に
議

会
関
係
施
設
の
調
査
・
研
究
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
当
特

別
委
員
会
の
存
続
を
切
望
す
る
こ
と

を
申
し
添
え
最
終
報
告
と
い
た
し
ま

す
。

条
例
の
主
な
も
の
・
補
正
予
算
・
特
別
委
員
会
報
告

会　　　計 補　正　額 補正後の総額

平成30年度
一般会計補正予算
（第８号）

8,081万 3千円の増 85億 4,951万 4千円

会　　　計 補　正　額 補正後の総額

令和元年度
一般会計補正予算
（第１号、第２号）

1億 1,047万 6千円の増 98億 1,547万 6千円

みたけ議会のたより （令和元年9月1日号）
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すべて
全会一致
でした

審 結議 果

安藤　雅子　議員…………………10ページ
○健康増進について

岡本　隆子　議員…………………10ページ
○町の環境施策を問う

加藤　保郎　議員…………………11ページ
○移動や交通の制度の検討

大沢　まり子　議員… ……………11ページ
○「げんきボランティア65」更なる活用を

高山　由行　議員…………………12ページ
○新庁舎移転後の現庁舎のあり方を伺う

谷口　鈴男　議員…………………12ページ
○中保育所、中児童館について

町 長 の 施 政 方 針 に 対 す る 質 問

問質般一

一般質問の「問・答」は、質問議員本人の
文責です。一般質問のページに掲載した内容
について、議員に直接連絡がつかない場合は、
ご質問の内容、お名前、連絡先（住所、電話
番号等）を添えて、議会事務局まで書面にて
お届けくだされば、各議員に連絡いたします。

文責についてお知らせ

掲載してある質問、答弁は要約となってお
ります。

内容について

き
い
て
み
た
い
な
、

　
　
　
こ
ん
な
こ
と

一般質問とは？
皆さんの生活にかかわる大切
な内容について、議員が町に対
して質問を行います。今回の一
般質問であなたの生活にかかわ
る内容はありますか？

議案番号 事　　　　件　　　　名 結果

承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（平成30年度御嵩町一般会計補正予算（第８号）） 承認

承認第２号 専決処分の承認を求めることについて（御嵩町町税条例等の一部を改正する条例） 承認

承認第３号 専決処分の承認を求めることについて（御嵩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承認

承認第４号 専決処分の承認を求めることについて（平成31年度御嵩町一般会計補正予算（第１号）） 承認

議案第22号 令和元年度御嵩町一般会計補正予算（第２号）について 可決

議案第23号 工事請負契約の締結について（防災行政無線デジタル化更新工事） 可決

議案第24号 財産の取得について（給食センター調理機器） 可決

みたけ議会のたより  （令和元年9月1日号）
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問
①	

町
の
公
共
工
事
は
も
ち
ろ

ん
、
国
や
県
の
公
共
工
事
に
お
い
て

も
、
ど
の
よ
う
に
連
携
を
と
る
の
か

②
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
の
改
訂
を

ど
う
考
え
る
の
か

答

	

【
建
設
部
長
】

①
町
の
河
川
改
修
工
事
等
は
、
環
境

配
慮
指
針
に
基
づ
き
、
生
物
環
境
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
意
見
を
基
に
環
境
に

配
慮
し
た
工
事
手
法
を
検
討
し
て
い

る
。国

や
県
の
公
共
工
事
も
豊
か
な
環

境
の
保
全
、
生
物
多
様
性
の
配
慮
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

建
設
部
は
、
国
や
県
の
公
共
工
事

の
情
報
を
得
や
す
い
の
で
、
河
川
や

山
林
な
ど
の
工
事
は
、
図
面
な
ど
を

あ
ら
か
じ
め
取
り
寄
せ
、
環
境
モ
デ

ル
都
市
推
進
室
に
連
絡
し
て
い
る
。

答

	

【
総
務
部
長
】

②
希
少
野
生
生
物
保
護
監
視
員
や
生

物
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
皆
さ
ん
と

十
分
な
時
間
を
と
り
改
訂
の
必
要
性

と
時
期
を
慎
重
に
判
断
し
て
い
く
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
冊
子
の
発
刊

は
多
く
の
方
の
目
に
触
れ
、
発
刊
の

経
緯
を
無
視
し
た
ご
意
見
を
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
の

な
い
よ
う
お
願
い
す
る
。

岡本隆子　議員

町
の
環
境
施
策
を
問
う

良
好
な
環
境
の
保
全
と
快
適
な

環
境
の
創
造
に
取
り
組
む

問答

問
健
康
増
進
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
を
伺
う

答

	

【
民
生
部
長
】

医
療
機
関
で
治
療
中
の
方
に
、
本

人
同
意
の
う
え
で
、
特
定
健
診
の
検

査
項
目
に
相
当
す
る
検
査
結
果
を
提

供
し
て
い
た
だ
く
「
特
定
健
康
診
査

情
報
提
供
事
業
」
を
実
施
。
提
供
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
受
診
率
の
向
上

や
、
治
療
中
の
方
の
健
康
状
態
を
把

握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
医
療

機
関
と
連
携
し
た
重
症
化
対
策
の
推

進
及
び
疾
病
予
防
対
策
な
ど
の
保
健

事
業
を
実
施
す
る
う
え
で
の
基
礎
資

料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
。

特
定
健
診
は
、「
集
団
健
診
」
を

7
月
か
ら
10
月
の
期
間
に
28
日
間
実

施
。
ま
た
、
町
内
の
健
康
診
査
受
託

機
関
に
各
自
が
予
約
し
て
行
う
「
個

別
健
診
」
も
実
施
し
て
お
り
、
よ
り

受
診
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

今
年
度
よ
り
「
い
き
い
き
健
康
ま

つ
り
」
を
毎
年
開
催
と
し
た
。
保
健

事
業
、
介
護
予
防
事
業
の
情
報
発
信

の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

健
康
施
設
に
つ
い
て
は
、「
一
般

筋
ト
レ
」「
高
齢
者
筋
ト
レ
」
利
用

者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
予
定
。
ま
た
、
個
人
で
目
標
を
持

ち
、
楽
し
み
な
が
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
き
る
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
予

定
。
今
後
も
関
係
課
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、

よ
り
多
く

の
方
に
利

用
し
て
も

ら
え
る
よ

う
な
施
設

に
し
た

い
。

安藤雅子　議員

健
康
増
進
に
つ
い
て

保
健
事
業
及
び
介
護
予
防
事
業
の

更
な
る
充
実
に
努
め
る

問答

毎年開催となった、いきいき健康まつり

可児川のヒクイナ（H31年 3月撮影）

みたけ議会のたより （令和元年9月1日号）
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問
①	

障
が
い
者
団
体
な
ど
へ
の
就

労
対
策
ア
ン
ケ
ー
ト
は

②
障
が
い
の
あ
る
方
の
就
労
先
へ
の

送
迎
状
況
把
握
と
支
援
の
要
請
は

③
送
迎
制
度
な
ど
の
施
策
で
「
行
政

主
体
」、「
半
官
半
民
」、「
民
間
主
体
」

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

答

	

【
民
生
部
長
】

①
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
未
実
施
の
た

め
、
数
値
な
ど
の
把
握
は
し
て
い
な

い
が
、
団
体
か
ら
、
個
別
に
相
談
を

受
け
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
い
う

認
識
で
あ
る
。

②
町
内
の
3
施
設
で
は
、
事
業
所
が

要
望
に
よ
り
送
迎
を
実
施
。
近
隣
の

１
施
設
で
は
、
保
護
者
が
送
迎
を
行
っ

て
い
る
状
況
。
行
政
と
し
て
は
、
継

続
し
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

③
障
が
い
者
の
移
送
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
も
含
め
、
行
政
の
永
遠
の

テ
ー
マ
だ
と
思
っ
て
い
る
。
保
護
者

や
団
体
が
、「
何
が
で
き
て
」「
何
の

支
援
が
必
要
か
」
を
整
理
し
、行
政・

事
業
所
・
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と

課
題
解
決
に
向
け
て
協
議
を
し
て
い

く
。

　

提
案
の
3
つ
の
案
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
は
、
い
ず
れ
も
町
と
し
て

実
施
す
る
考
え
は
な
い
が
、
地
域
の

方
が
、
地
元
の
高
齢
者
や
障
が
い
者

な
ど
の
移
送
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

や
っ
て
い
く
と
い
う
体
制
が
整
え

ば
、
町
と
し
て
も
最
大
限
の
協
力
は

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

加藤保郎　議員

移
動
や
交
通
の
制
度
の
検
討

問
題
解
決
に
向
け
て

引
き
続
き
協
議
し
て
い
く

問答

問
①	

高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ

ン
ト
制
度
の
２
年
間
の
成
果
は

②
介
護
保
険
施
設
で
の
活
動
に
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
す
る
考
え
は

③
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
求

む④
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
業
務
委
託

に
対
す
る
見
解
は

⑤
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト

事
業
の
更
な
る
充
実
策
は

答

	

【
民
生
部
長
】

①
30
年
度
実
績
で
、
22
団
体
、
３
０

６
人
が
登
録
し
て
お
り
、
当
初
の
見

込
み
を
達
成
し
て
い
る
。
引
き
続
き

よ
り
多
く
の
方
の
参
加
を
期
待
し
て

い
る
。

②
現
時
点
で
、
対
象
外
と
な
っ
て
い

る
が
、
事
業
の
目
的
を
考
慮
し
、
問

題
点
の
改
善
を
検
討
し
て
い
く
。

③
近
隣
で
実
施
し
た
美
濃
加
茂
市
の

例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
将
来
的
に

講
習
会
の
開
催
を
社
会
福
祉
協
議
会

と
検
討
し
て
い
く
。

④
事
業
も
３
年
目
を
迎
え
て
お
り
、

今
後
は
本
事
業
に
登
録
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
活
動
の
支
援

な
ど
を
盛
り
込
み
、
よ
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

の
役
割
を
重
視
し
て
い
く
。

⑤
事
業
実
施
か
ら
２
年
間
の
評
価
を

行
い
、
ポ
イ
ン
ト
対
象
活
動
な
ど
も

含
め
た
課
題
に
対
す
る
改
善
策
に
つ

い
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議
し

て
い
く
。

大沢まり子　議員

「
げ
ん
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
65
」

更
な
る
活
用
を

高
齢
者
が
、
地
域
の
中
で
活
躍

で
き
る
よ
う
事
業
を
進
め
て
い
く

問答

みたけ議会のたより  （令和元年9月1日号）
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問
①
移
転
後
の
現
庁
舎
の
利
用
方

法②
北
庁
舎
は
残
し
て
利
用
す
る
の
か

③
北
庁
舎
に
商
工
会
が
入
る
の
か

④
庁
舎
移
転
後
の
現
庁
舎
周
辺
の
活

性
化
策
に
つ
い
て

⑤
近
隣
住
民
と
の
活
性
化
策
に
つ
い

て
の
議
論
は
ど
う
か

答

	

【
町
長
】

①
現
庁
舎
は
耐
震
性
が
低
い
こ
と
か

ら
新
庁
舎
建
設
へ
と
至
っ
た
。
通
常

の
使
用
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
し
ば

ら
く
の
間
は
、
使
用
頻
度
の
非
常
に

低
い
倉
庫
な
ど
が
望
ま
し
い
と
考
え

る
が
、現
段
階
で
具
体
的
な
案
は
な
い
。

②
北
庁
舎
１
階
の
保
健
セ
ン
タ
ー

は
、
保
健
・
健
康
の
拠
点
と
し
て
機

能
す
る
よ
う
建
設
さ
れ
て
い
る
の

で
、
行
政
側
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
試
験
的
に
こ
の
ま
ま
使
用
し
て

い
く
。
ま
た
、
２
階
の
教
育
委
員
会

に
つ
い
て
は
、
新
庁
舎
へ
移
転
す
る

考
え
で
あ
る
。

③
商
工
会
へ
は
、
２
階
を
使
用
す
る

こ
と
を
提
案
し
た
。
商
工
会
と
し
て

も
現
商
工
会
館
の
解
体
費
用
や
今
後

の
維
持
管
理
費
、
光
熱
水
費
、
必
要

経
費
な
ど
資
金
面
も
大
き
な
問
題
で

あ
る
。
決
定
事
項
で
は
な
い
の
で
、

今
後
商
工
会
と
し
っ
か
り
協
議
し
て

い
き
た
い
。

④
現
庁
舎
を
解
体
す
れ
ば
、
公
園
や

フ
ッ
ト
サ
ル
の
よ
う
な
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
広
さ
は
あ
る
。
若
い
人
た
ち
が
集

ま
れ
る
よ
う
な
環
境
に
し
て
い
く
の

か
、
様
々
な
案
が
出
て
く
る
と
思
う

が
、
皆
さ
ん
と
協
議
を
し
つ
つ
知
恵

を
絞
っ
て
い
き
た
い
。

⑤
人
に
よ
っ
て
は
寂
れ
と
感
じ
る
方

も
あ
れ
ば
、
閑
静
と
感
じ
る
方
も
あ

る
。
地
域
の
方
々
が
ど
の
よ
う
に
考

え
て
み
え
る
の
か
、
意
見
交
換
の
場

を
持
ち
た
い
。
時
期
と
し
て
は
、
新

庁
舎
の
基
礎
工
事
が
着
工
し
て
か
ら

概
ね
１
年
半
議
論
す
る
時
間
を
つ
く

り
た
い
。

高山由行　議員

新
庁
舎
移
転
後
の
現
庁
舎
の

あ
り
方
を
伺
う

皆
さ
ん
と
活
性
化
策
を
考
え
て

い
き
た
い

問答

問
①	

移
転
先
に
つ
い
て
、
当
初
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
現
在
地
又
は
隣
接

地
と
い
う
希
望
が
多
か
っ
た
が
、
十

分
な
理
解
が
得
ら
れ
て
い
る
の
か

②
中
保
育
園
が
民
設
民
営
と
な
る
予

定
で
、
新
保
育
園
は
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か

③
中
保
育
園
の
移
転
後
の
跡
地
利
用

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か

答

	

【
民
生
部
長
】

①
中
保
育
園
等
整
備
に
関
す
る
説
明

会
を
開
催
し
、
保
護
者
へ
民
営
化
、

庁
舎
な
ど
と
の
一
体
整
備
、
移
転
に

つ
い
て
説
明
済
。
ま
た
、
三
者
懇
談

会
も
開
催
し
、
移
転
に
対
す
る
反
対

意
見
は
無
く
、
ご
理
解
い
た
だ
い
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

②
御
嵩
町
保
育
運
営
方
針
・
公
立
保

育
園
の
保
育
理
念
を
は
じ
め
中
保
育

園
の
運
営
、
保
育
の
質
の
確
保
、
保

育
内
容
を
継
承
す
る
こ
と
を
前
提

に
、
保
育
園
運
営
事
業
者
と
よ
く
協

議
を
し
て
い
く
。

答

	

【
町
長
】

③
中
保
育
園
、
中
児
童
館
と
も
耐
震

化
未
実
施
で
あ
り
、
施
設
を
そ
の
ま

ま
使
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
中

保
育
園
は
建
物
を
解
体
後
、
ミ
ニ
開

発
の
住
宅
分
譲
地
と
し
て
、
子
育
て

世
代
や
子
ど
も
を
持
と
う
と
す
る
方

に
、
優
先
的
に
廉
価
で
提
供
で
き
た

ら
と
考
え
て
い
る
。
中
児
童
館
に
つ

い
て
は
、
立
地
、
形
状
か
ら
隣
接
す

る
企
業
へ
打
診

す
る
こ
と
が
最

も
常
識
的
で
、

普
通
の
行
為
で

あ
る
と
考
え

て
い
る
。

谷口鈴男　議員

中
保
育
園
・
中
児
童
館
に
つ
い
て

保
護
者
の
理
解
に
努
め
、
ス
ム
ー

ズ
な
運
営
移
管
を
図
っ
て
い
く

問答

現在の中保育園

みたけ議会のたより （令和元年9月1日号）
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「
こ
れ
か
ら
の
議
会
報
は
、

若
年
層
や
女
性
に
も
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
紙

面
づ
く
り
が
肝
要
」
と
の
思

い
を
む
ね
に
、
四
年
前
よ
り

編
集
委
員
と
な
り
議
会
の

存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。見

や
す
く
わ
か
り
や
す
く

を
基
本
と
し
委
員
会
に
て
何

度
も
話
合
い
を
し
紙
面
を
作

っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
号
に

て
現
委
員
に
よ
る
編
集
作
業

は
終
了
し
ま
す
。

今
後
も
更
に
、
議
会
報
が

進
化
し
て
い
く
事
を
祈
っ
て

お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。�

Ｙ
・
Ｏ

編

集
後
記

（5月~7月）議 会 日 誌

　一般質問の模様が生中継（場合によっては録画放送）
されます。ぜひ、ご覧ください。

一般質問はケーブルテレビ可児で
ご覧いただけます

８月30日	 開会日
	 （議案説明）
９月　５　日	 一般質問
９月　６　日	 一般質問・委員会付託
９月18日	 最終日
	 （審議・採決）

※日程は都合により変更となる場合があります。
※審議内容などは町ホームページに掲載します。

令和元年

第３回定例会（予定）次回

お知らせ

　ご希望の方は、議会当日、議会事務局受付（役
場２階）で住所、氏名などを所定の用紙に記入後、
傍聴券をお受け取りください。議場傍聴席で傍
聴できます。ぜひ、直接ご覧になってください。

議会傍聴を歓迎

５
月

７日 議会報編集委員会
８日 各種団体との意見交換会
９日 滞在型農業体験施設開所式
13日 議会運営委員会
14日 新庁舎整備特別委員会協議会

新庁舎整備特別委員会
新丸山ダム建設促進期成同盟会総会

15日 御嵩町商工会通常総代会
17日 可茂地域市町村議会議長会議
19日 いきいき健康まつり
20日 総務建設産業常任委員会協議会
21日 民生文教常任委員会協議会

議会活性化研究会
22日 土岐市役所新庁舎見学
23日 可茂町村議会議長会
24日 議員全員協議会、議会運営委員会

可児地区交通安全協会定期総会
28日

全国町村正副議長研修会
29日
30日 第２回定例会（初日）
31日 中濃地域農業共済事務組合議会臨時会

６
月

２日 可児郡消防操法大会
３日 岐阜県町村議会議長会臨時総会・評議員会
４日 第２回定例会（一般質問）

議会活性化研究会
11日 第２回定例会（最終日）

議会活性化研究会
議会報編集委員会

12日 安全祈願祭
15日 少年の主張大会
17日 可茂土木事務所行政懇談会
20日 ねんりんピック岐阜実行委員会

７
月

２日 議会報編集委員会
３日 可茂地区グラウンドゴルフ大会
４日 可茂地域一部事務組合議会臨時会
10日 東海環状自動車道中東濃地域建設促進協議会

定期総会
11日 議会報編集委員会

リニア中央新幹線建設促進期成同盟会
12日 四線促進期成同盟会総会
22日 議会報編集委員会

キャリア教育フォローアッププログラム企業訪問
23日 国土交通省事業連絡調整会議
24日 可茂農林事務所行政懇談会
26日 議員全員協議会
29日 第 2回臨時会、議会運営委員会

議会活性化研究会

お
詫
び
と
訂
正

　
議
会
の
た
よ
り
№
1
3
3

号
の
12
ペ
ー
ジ
に
お
い
て

「
土
地
鑑
定
士
」
と
記
載
し

ま
し
た
が
、
正
式
に
は
「
不

動
産
鑑
定
士
」
で
す
。
訂
正

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

みたけ議会のたより  （令和元年9月1日号）
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議
会
活
動

ご
案
内
は
ミ
ー
モ
く
ん
で
し
た
。

次
号
は
11
月
15
日
発
行
（
第
３
回
定
例
会
）

予
定
で
す
。
ま
た
見
て
く
だ
さ
い
ね
。

■令和元年9月1日　■編集／議会報編集委員会　■発行／御嵩町議会　■岐阜県可児郡御嵩町御嵩1239−1　☎0574−67−2111
【ホームページURL】http://www.town.mitake.gifu.jp/　【メールアドレス】gikai@town.mitake.lg.jp

滞
在
型
農
業
体
験
施
設
開
所
式

５
月
９
日
（
木
）
に
津
橋
地
区
に
整

備
し
た
滞
在
型
農
業
体
験
施
設
（
四
季

の
家
）
開
所
式
に
参
加
し
ま
し
た
。

ふ
し
み
こ
ど
も
食
堂
と
の

意
見
交
換
会

５
月
８
日
（
水
）
に
、伏
見
公
民
館
で
、

ふ
し
み
こ
ど
も
食
堂
と
、
活
動
の
内
容

や
抱
え
て
い
る
課
題
な
ど
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

観
光
協
会
と
の
意
見
交
換
会

５
月
８
日
（
水
）
に
、
中
公
民
館
で
、

観
光
協
会
と
、
御
嵩
町
の
観
光
に
つ
い

て
の
現
状
や
抱
え
て
い
る
課
題
な
ど
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。


